
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大寒の候、貴職におかれましてはますますご健勝のこととお喜び申し上げます。また、日頃

より横浜市小学校算数教育研究会の活動にご理解、ご支援をいただき、深く感謝申し上げます。 

さて、標記の研究会を次の通り開催いたします。つきましては、校務ご多用の折とは存じま

すが、貴校、市算数教育研究会員の先生の出張につきまして、格別のご配慮をお願い申し上げ

ます。  

参会者の皆さんと Collaboration 
Yokohama Elementary school Mathematical Education Workshop 

ＹＥＭＥ Since 1950 

☆市研に登録していなくとも参加できます！ 
☆申し込みの必要はありません！ 
☆内容などの詳細は裏面へ！ 
 

～数学的な見方・考え方が成長する学び～ 
「数学的に考える資質・能力を育成する算数科学習」研究 

テーマ 

２０１９年２月１３日（水）１５：００ 

●市算研ホームページURL ※過去の資料もこちらで閲覧できます！ 

http://www.edu.city.yokohama.jp/sch/kenkyu/es-sansu/index.html 

 

 

 

日時 

場所 

●【お問い合わせ先】 会務担当庶務 田中 秋人（南区 六つ川台小学校） 

電話：７１５－３０７７   e-mail ：ak18-tanaka@city.yokohama.jp 

 

横浜市立二谷小学校 神奈川区平川町１１－１ 

【電車】 
東急東横線  東白楽駅下車 徒歩 ５分 

京浜急行線  仲木戸駅下車 徒歩１０分 

ＪＲ線    東神奈川駅下車徒歩 ７分  

【バス】神奈川公会堂入口下車 徒歩 ６分 

平成31年２月４日 

横浜市小学校教育研究会 会長 榮  秀之 

横浜市小学校算数教育研究会 会長 小林 広昭 

横浜市立各小学校校長様 

 算数主任様 

   

内容 

ワークショップ・シンポジウムを通して、今年の研究を振り

返ります。 

冬季セミナー 

 

区代表者会 

 研究会終了後に各区代表幹事会を行います。 
 代表幹事もしくは代理の方の出席をお願いします。 

 

http://www.edu.city.yokohama.jp/sch/kenkyu/es-sansu/index.html


 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめの先を見て、何があるのかを考えることで、教えるべきポイントも明確になった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15:00～15:30 

 

後半 

 

～テーマ～ 

 

講師 
筑波大学教授 
清水美憲先生  

 

～テーマ～ 

 前進（Advance）！ 

さらにその先へ… 

新学習指導要領を捉える 

 

３月市算研（年度末総会・授業改善研修）のご案内 

パネリスト：各副部会長 

 

『今年度の部会研究から見えてきたこと 

     これからの市研に思うこと』 

 

１２月に行われたあの授業…… 

あの発問は！？あの板書は！？ そしてゴールは！？ 

 その素晴らしさを再確認し、よりよい授業へ！  

部会長とともに考え、 

協働して更に高めていきましょう。 

 

１５：００～ 

 

 

  

  

 

毎月の提案、夏季セミナー、一斉授業研… 

 そして研究をリードした研究庶務 

  本当にこれでよかったのか！？ 

    その真偽が、ここで明らかになる。 

     これを聞けば、本当の研究がわかる！ 

 

 

  

 

１６：２０～ 

 

横浜市教育委員会 
主任指導主事 

  刀根 正秀 先生 

 

横浜国立大学 
教育学部  教授 
池田 敏和 先生 

日 時：平成３１年３月６日（水） 場 所：横浜市立二谷小学校 

授業者：小山 雅史先生（横浜市立岸谷小学校） 学年・単元名：４年「簡単な割合」 

講 師：筑波大学 教授 清水 美憲 先生   

研究会終了後に各区代表幹事会を行いますので、ご

多用の中、申し訳ありませんが、代表幹事もしくは代

理の方の出席を必ずお願いします。 

 

～ 区代表者会を開催します ～ 

 

～ ３月市研で授業改善研修会を行います ～ 

部会長がワークショップをリードします 

 

ここから… 来年の授業のあるべき姿が見える！ 

 

講師 

 

ここから… 来年の研究への展望が生まれる！ 

 

市算研 
研究庶務 
八田 安史 

 


